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学位論文内容の要旨

研究日横Iも 腎の磁気共鳴血管撮影t班R帥 こおける等方性ボクセルを備えたプロトコル

を構築することにより最大鵬 轍 MIP)画像の衝空間分解能化を実現することである｡

我々は.脂脚 制パルスの代わりに定常状態に連する鯛 (すなわち移行期)の脂肪と水の

間の有効なコントラスト額動を利用し,薄いスライス厚を得るための轍晩時問を確保した｡

蒸留水とベビーオイルを用いたフアントム研究で,最適な等方性プロトコ/レくフリップ角

90也,0.78×0.78XO.78tELm3)が構築された｡さらに,従来のプロトコルと槻 した等方

性プロトコルによる鵬 像が,空間分解亀 コントラストおよび金棒の醸影者確信齢 こ

卸して視覚的に評価された.騰床画像における金体の鮮 創樹書庫さも 従来のプロトコル

より野方性プロトコルの舟が著しく良かった (p<.001).我々の研究は,等方性プロトコ

ルの構痕による腎の淑RAに対す各班Ⅳ画像の尚空間分解能化を可能にした巾

論文審査の結果の要旨

油文審査要旨:本論文は､闇の磁気共鳴血管撮影における等方性ポクセルを備え

た3次元ポ1)ユームデータを得るためのプロトコ/レを横森することにより､最大値

投影睦圃億の高分僻能化を実現することを日指 した研究で､この慣域における昇献

は大きく､本学保健学研究科Q)博士学位愉文として相応しい内容と鴇滴 る凸


